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コクロケシツプチョッキリとチャイロケシツプチョッキリ

伊 沢

筆者はコクロケシツブチョッキリ Auletobius ir-
kutensis japomcus Voss とチャイロケシツブ
チョッキリ A fumigatus (RoELoFs) とが同一種で
あることを飼育により確認したので報告する.
両者はオトシブミ科 (Attelabidae) チョッキリゾ
ウムシ亜科 (Rhynchi tinae) ケシツブチョッキリ族
(Auletini) に属する体長2-3 mmの小型種である.
上翅の色彩はその和名が示すように全く異なるが,
形態は極めて良く似ている. 分
布はかなり限られており, 個体
数もあまり多くはない. 生態は
東海地方低山帯での観察によれ
ば,  コクロは4 月下旬~ 5 月上
旬頃に出現し,  6 月中旬に最盛
期を迎え, その後は個体数はか
なり減るものの8 月上旬頃ま
で見られる. 産卵は5 月中旬~
7 月にかけてヌルデの新芽で観
察される.  ヌルデの新芽やまだ
展開し終えない新葉に穿孔産卵
し, その後根元より切り落と
す. (写真B) 小さな芽・ 葉には
l 卵であるが,  複数穿孔産卵す
ることもある. 自然状態では,
地表に落ちた芽・ 葉の中で幼虫
は成長し, やがて脱出し土中に
入りi爾化・ 羽化するものと思わ
れる. 越冬態についてはまだ調
査していない. 一方チャイロ

和  義

るのを1 例だけ目撃した. (1993 年8 月8 日, 岐阜
県土岐市上郷, 標本保管)
原色日本甲虫図鑑 (IV)'1, 日本産昆虫総目録21いず
れも両者を別種として扱っているが, 以上の観察か
ら両者は同一種ではないかという疑問が湧いてく
る. 最近, 分類学的見地からも両者を同一種とみな
す考えが出されている3'.
筆者はこの問題について飼育により確認しょうと

は, 7 月から現れ8 月中旬まで見られるが, 全期間
を通じて個体数は少なく最盛期がはっきりしない.
また産卵行動については筆者はまだ観察していな
い. 8 月に入るとヌルデは開花し, 新芽・ 新葉がほ
とんどなくなり産卵条件が著しく悪化するので果し
て産卵するかどうか. 筆者の経験では, チャイロの
産地7 ヶ所すべてでコクロを見出している. 即ち,
チャイロ単独の産地はまだ見つかっていない.  7 月
中旬~8 月上旬にかけては両者が混樓していること
がある.  コクロの雄とチャイロの雌とが交尾してい

考え, コクロを捕え産卵させ飼
育した. 残念ながら条件の不備
等によりまだ十分な例数を得
ていないが, 以下のような結果
を得た.

l 992 年 5 月 15 日四季の里
(三重県白山町) で採集したコ
ク口がヌルデの新芽に産卵し,
老熟幼虫は芽より脱出し土中
に入り越夏・ 越冬し, l993 年
7 月 4 日チャイロ 1 早が羽化し
た.

l 993年 6月 l 8 日 ノ ロ林
道 (岐阜県土岐市曽木) で採集
したコクロがヌルデの新芽に
産卵し, 幼虫はそのまま芽の中
で蛹化し (写真A), 7 月 27 日
チャイロ l f , 7月29日チャ
イロ l fが羽化した.
両採集地ともこの時点では
コクロのみが接息しており,

チャイ口はまだ出現していない.
いずれの場合もコクロ→チャイロで,  コクロ→コ
クロが得られていないが,  コクロとチャイロとが別
種ではないことは確認できた.
コクロとチャイロとの関係は以下のように考える
ことができる.
①個体変異, 系統上の変異
チャイロとコクロの出現期間のオーバーラップが
少ないこと, チャイロが決って遅く出現することの
説明が難しい.
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②季節型 (春型= コクロ, 夏型= チャイロ)
チャイロの出現時間がコクロに比較してかなり短
かい (1/3 程度) こと, 個体数が少ないことの理由
が不明である.
③成熟度の相連および色変り
色変りするならば, チャイ口の出現後期8 月中旬
頃には黒化する個体がいてもよさそうであるが,  こ
の時期はチャイロばかりである. またコクロの子が
すべてチャイロとすると個体数に著しい差があるの
は何故か. 但し次の様に考えることはできる.  コク
口の子は の羽化時点ではすべてチャイロである.
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越冬中 (後) に色変りする. 一部の新成虫が夏に地
上に現れる.
④その他
蛹化あるいは羽化の際の温度条件等で色彩が決ま
り色変りはしないという可能性もある. たとえば,
夏に!t兩化・ 羽化するものはチャイロとなり, 幼虫で
越夏または越冬し, 秋または春に蛹化・ 羽化するも
のがコクロとなる.
③または④の可能性が強いと思われるが, 現時点
ではより深く議論することはできない. 今後 化時
期・ 越冬態などを調べる必要がある. 飼育状況下で
はしばしば蛹化 ・ 羽化時期がずれることがあるの
で, 自然状態にできる限り近づけること, 十分な例
数を確保することが重要であろう.
多くの御教示をいただいた沢田住久氏に感謝す
る.
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(岐阜県多治見市)

0鹿児島 大購半島のナミハンミ ョ ウの分布
大隅半島の南部方面は交通の便も悪く , 採集記録
の少ない地点の一つと言える. 芳賀 馨氏 (川崎市)
は甲虫調査のために訪れた際に, ナミハンミ ョウ
Cicindeia c加'nensis japom'ca THuNBERGを l2 地点
から採集されたので, ハンミ ョウ類の分布記録とし
て書き留めておく . なお, 採集地点はすべて肝属郡
(きもっきぐん) に所属する.

1 ・  高山町甫与志岳 (ほよしだけ)  甫与志林道
標高450 m,4. V. l991. 林道の環境は, ごく一部に
照集樹林があるものの大部分はスキ'林であるとい
う.

2 早, 高山町二股川 (九州電力高山川支流ダ
ム), 標高370 m,4. V.1991. 貯水背後に堆積した,
泥の被った砂の上に見られた.

l ♀, 内之浦町大浦川 (中流の左岸), 標高280m,
4. V. 1993.

l ♀, 田代町雄川 (九州電力雄川ダムの右岸), 4.
V. 1993.

lc,''', 3 ♀, 根占町舟木, 3. V. 1992. アスファル
トの道路上に見られた.

2早♀, 根占町二川 (ふたかわ) 二川川 (中流の左
岸), 30. IV. l 993.

ld'', 佐多町木場岳 (南面) 佐多専用林道, 標高
580 m, 1. V. 1992.

2早早, 佐多町大中尾峠 (東面) 大中尾専用林道,
標高 480 m, 1. V. 1992.

2 , 1 ｽ,  佐多町針山 ,2.  V .1993
lc,フ', 佐多町島泊 ( しまどまり) 島泊川 (左岸),

4. V . 1 9 92.

10?, 佐多町大泊, 3. V.1992. アスファルトの道

路上に見られた.
l (,''', 1 ・  佐多町田尻 ,3.  V. l993
採集された 21 頭には顕著な特徴は見られず, 肩
部の後紋もはっきりしており, 屋久島や種子島で見
られるような肩部後紋の縮小ないしは消失した型は
含まれてはいない。
標本を恵与された芳賀 馨氏にお礼申し上げる。

(横浜市瀬谷区, 種戸良裕)
0クシヒゲハネカクシ2 種の採集状況
クシヒゲハネカクシ属の種は,  スズメバチ属の巣

等から得られることが知られているが, 多くは, 広
葉樹の樹液に来集したものが採集されているとい
う. 次の2 種は, それらとは異なる状況で採集され
たので, 書き留めておきたい。下記の 2 例に共通す
る渓 という環境は, 生活史とどのように関係して
いるのだろうか. なお, 同定にはWATANABE(l990,
Elytra, Tokyo, 18, pp 59-72) を参照した.
1.  Veuetuspectinatus SHARPクシヒゲハネカクシ

1 早, 山梨県道志山塊道志村道坂 , 標高約 1,000
m, 19. vm.1993, 筆者採集. 採集状況: 渓 でナガ

ゴミムシ類を採集中, 石起しで得られた.
2.  V. setosus SHARP コクシヒゲハネカクシ

l f ,  1 ・  北海道渡島半島七飯町大川,  16.  Vm
l993, 筆者採集. 採集状況: 渓流の中央に露出した
岩の上に, 黒いV字状のものが見えたので, 近寄っ
てみると上記の個体が交尾していた. 採集の際にす
ぐ連結をといたが,  このような V字型の交尾様式
は, コメツキムシ科で知られている (林, 1986, 原色
日本甲虫図鑑, I, p 78) が, 筆者は初めて観察した.

(神奈川県海老名市, 西川正明)
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ハー ヴァー ド大学比較動物学博物館 (MCZ) の BOWDITCH Collect ion
鈴 木 邦 雄

ハー ウ ァー ド大学の比較動物学博物館 (Museum
of Comparative Zoology; 以下通称通りMCZ) に
は, 膨大な昆虫類の標本が収蔵されている. prima-
ry typeだけで4 万個体近くあると聞いただけで,
分類をやっている者は気が違くなってしまう。 W.
M. WHEELER以来, E. 0. WILSONや B. H OLLDOB-

LER, H. E. EVANS, J. CARPENTERなど伝統のある膜
翅類, F. M. CARPENTERを中心とする脈翅類や毛翅
類,  H. A. HAGEN Collection で有名な 蛉類, LE
CONTEと HORNのCol lection をはじめH. C. FALL,
P. J. DARLINGTON, J. F. LAWRENCEなど多くの研究
者を輩出した甲虫類と, 主要な群を列挙しただけで
そのスケールと充実度が推測されるというものであ
る. ハムシ科についても同様である. MCZのハムシ
科の標本は, 25 個の標本箱が収容できるスチール
のキャ ビネッ ト 22 個と, LECoNTE& HORN COllec-
tionとからなっている. 後者のハムシ科の標本は,
よく整理された3 個のキャビネットの 48 個の標本
箱に収容されている. さらに, このMCZには, いわ
ゆる BOWDITCH Collection (以下 BC) と呼ばれる
ハムシ科の貴重かつ膨大な標本がある. それは, 現
在整理が進行中であるが, 未整理の分だけで約6 個
のキャビネットに収蔵されている. 久留米大学の木
元新作博士も, かってハワイのBishop博物館の故
J. L.  GREssITT 博士と中国と朝鮮のハムシの大著
(GREssITT, J. L. & S. KIMoT0, l961 & l963. The
Chrysomelidae (Coleopt ) of China and Korea.
Pacific Ins. Monogr., IA & B) をまとめられた折,
このBCを研究されている.  このBCは,  前世紀後
半から今世紀初頭に活躍した Martin JACOBY のコ
レクション (多数のタイプ標本を含む) を基礎にし
ており, ハムシ科の分類学的研究を行うには,  ロン
ドンの自然史博物館, パリの自然史博物館,  ワシン
ト ンのスミ ソニアン博物館などの収蔵標本と並ん
で,  まずどうしても射程に入れないわけにはいかな
いものである.
私は, 数年来このMCZのD. G. FuRTH博士との
共同研究を行ってきたが,  幸いなことに,  1993 年
の2~3 月と 7~8 月の二度, それぞれ l ヶ月半ず
っここに滞在して研究する機会を得た.  日本学術振
興会と米国の NSFが共同で実施している日米科学
協力事業の共同研究が採択されたことによる.
MCZには,  1988 年から89 年にかけてイェー ル大
学に留学中,  当時イェールにおられたFuRTH博士
と三度来ており, 基本的な状況は把握していたが,
今回の比較的長期間の滞在中に, 特にこのBCの状
況についてより詳しく知り得たので概要を紹介して
おきたい.  というのも, 一部の研究者を除けば, そ
の重要性にもかかわらず, 実態があまり知られてい
ないように思われるからである.  さらに,  ここの標
本が, 何よりも有為な, 特に若い研究者によって詳

しく研究されることが望まれているからでもある.
現在, FuRTH博士の努力によってBCの基本的なリ
スト (後述) が完成している. また, 同博士とキャ
リフォルニアのサクラメントにある Department
of Food and AgricultureのTerry N. SEENo氏な
どの努力によって, 世界の主要研究機関に収蔵され
ているハムシ科の標本のデータベースの作成が着々
と進んでいる. それには, 個人の収蔵するコレク
ションも対象とされており, すでにかなりのリスト
が集積されている.  こうしたプロジェクトの背景に
は, 個人の収蔵する標本も含めて, 標本というもの
が, 人類の共通の財産であり, 学問に寄与すべく可
能な限り広く利用されるべきものであるとの考えが
前提となっていると思われる. 何よりもハムシ科研
究者の共通の利用に供することが意図されており,
世界のハムシ科研究者のネットワークを作ることに
よって, 相互協力体制を緊密にはかっていこうとす
るものである.  もちろん,  こう した意図は, 何もハ
ムシ科に限られたことではなく, すでに他のいくつ
かの昆虫群でも試みられてきているようである. 私
は,  こ うした研究ネッ トワークが, 現実的にはまだ
ごく一部の,  しかもかなり恵まれた研究環境に置か
れている研究者によってしか十分には利用されてい
ない現実を無視しようとは思わない. そもそも,  こ
うした研究ネットワークが, 文字通り国境を越えた
全ての研究者に利用されるべく用意されているとは
言っても, 主体的にそうしたお膳立てをすることの
できる研究機関なり研究者は, 欧米の先進諸国の,
しかもごく一部に限られている. そして, そうした
ものの存在事実すら知らない研究者の方が多いのが
実情であろう. 長年の戦争状態のために, 昆虫の研
究どころではない国が今なお極めて多い. そういう
世界にわれわれはいま住んでいるのだ. 現実を直視
すると言うなら, そういう現実こそがまず踏まえら
れねばならないだろう. かくいう私自身, 非常な幸
運に意まれたおかげで知ることのできた事柄が少な
くない.  私の場合について言うならば,  過去20年
間地方大学の教養部で事実上一人で研究を続けてき
たので, そうした事情には特に疎くなりがちである
(1993 年 4 月に教養部の廃止に伴って理学部に移
籍した). もちろん, どのような状況に置かれていて
も, 自力でそうした世界の情勢を把握することは可
能であり, それも研究者個人の研究意欲と努力によ
るのだと言われればその通りであろう. だが, 私が,
乏しい経験から常々感じかつ考えてきたことは,  と
もかく自己の置かれた研究環境の中で可能な限り研
究の効率アップをはかりたいということ, またその
ための研究者の相互協力はどこまでどのようにして
可能かということであった. 私の意図や意識は極め
て単純なものである. やる以上, できるだけ無駄の
ないやり方でやりたい,  ということに尽きる.
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私が FuRTH 博士と何度も激しくやり合ってきた
ことがある. 彼にとってはすでに当然のことが, 大
多数の, 特に第三世界の研究者にとっては必ずしも
当然ではないことを私は何度も言わねばならなかっ
た. 初めに彼の名誉のために言っておくと, 私はこ
れまでに, 同僚研究者 (これは,  もとよりこの言葉
のもっとも広い意味においてである) に対して, 彼
ほど個人的な直接的利害を離れて可能な限りの援助
を惜しまない研究者に出会ったことがない. たとえ
ば, 過去3 度の国際昆虫学会議において, 彼は「国
際ハムシ科シンポジウム」 をオーガナイズしてきた
が, そのために彼が費やした時間と労力ははかり知
れない. 1992 年の北京のシンポジウムの際には,
東欧や中国の研究者に対して, 資金的な援助 (種々
の方法で調達されたものである) までしているので
ある. それは, 上で述べたような, 少し気障に言え
ば, 学問や同僚研究者に対する限りない信頼に基づ
いていると私は思う. 私が本稿を書いている今も,
彼は北京の国際シンポの論文集の編集に一人で携
わっており, 深夜にまで及ぶことが少なくない. そ
うしたことを理解した上で, なお私が彼に言わねば
ならなかったことは, 彼のそうした努力自体, 彼の
研究環境 (それはもとより彼が自身の努力によって
築きあげてきたものである) が可能としているのだ
ということである. 仮に同じような考えや意志を抱
いたところで, 大多数の研究者にはとうてい実行不
可能であろう. 私など, 日本においてもむしろかな
り意まれた研究環境にいる方であろう. しかし, 仮
に私に彼と同じだけの能力と意志があったとして
も, おそらく私の置かれている状況では, 彼の l /3
のことも果たせないにちがいない. それでも, 私に
も1/3 程度のことはできるのではないかと思える
だけ恵まれているのだとも言える. 私はそうしたこ
とを承知し,  しかもプロとノンプロに関わりなく各
人が可能な努力をするという前提を踏まえた上で,
なおそうした世界的な研究ネットワークの構築をは
かるのでなければならないと考えるのである. その
ためになされるべきことは極めて多い. そして,  こ
れは言わずもがなのことであるが, 私としては個人
的にどうしても踏まえておきたいことなので敢えて
述べておくと, そう した世界的な研究ネッ トワーク
に可能な範囲で寄与することは, 長期的に見た時,
必ず各研究者にポジティブに選元されてくるもので
あるということである. つまり, それはとりもなお
さず, 各研究者自身のために他ならない. そういう
コンセンサスを築いてゆくことも, また極めて大切
なことだと思われる.  こうした考え方を 「理想論」
というレッテルを貼り付けて囀笑し, 結果的に排斥
する思想は畫しく , むしろ現実を直視しないもので
あるということを強調しておきたい.
ついでながら,  ここで特にハムシ科の研究者に向
かって, ぜひ指摘しておきたいことがある. ハムシ科
研究者相互の情報交換と交流を図るために 「Chry-
somela」 なるニュースレターが l 979 年より刊行さ
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れている. これは,   資金面も含めて前述の T. N.
SEENo氏の個人的努力に負うところが極めて大き
い. 同氏は, オハイオ州立大学のハムシ科 (特にヒ
ゲナガハムシ亜科)  の大家 J. A. W ILCOX 博士と
l 982 年に 「Leaf Beetle Genera」 (Entomography
1: 1-221) をまとめられたが,  これは膨大な数のタ
クサ (約20亜科2,000属35,000種) を擁するハム
シ科研究者にその全体像と研究指針を与えるという
点で測り知れない貢献をしてきていると私は思う.
ここにも, 各研究者の努力や成果を, 志を同じくす
る者の共通の財産としていこうという強い意図があ
ると思う.  こういう点については, われわれは特に
アメリカの研究者に学ぶべきことが多いように思
う. 別の機会に詳しく蝕れたいと思っているが, た
とえば研究を効率よく進めるための具体的手段の一
つとしてさまざまな Reference Books の活用があ
ることは言うまでもない. 特に, 若い研究者は, で
きるだけ早い機会にそうした Reference Booksの
存在を知り, その利用方法に習熟すべきである.  日
本でもその種の書物がそれなりに出されている.  し
かし, 日本などとは比較にならないくらい研究環境
が整備されている欧米の先進諸国ほど, むしろその
種のReference Booksの出版が盛んであることは,
極めて示唆に富んでいると思う. 真に充実した内容
の Reference Books を作成するには,  それだけの
基盤が整っていなければならない. たとえば, 分類
研究者にとって不可欠の「Zoological Records」 を
考えて見れば良い. それを日本で刊行することは可
能であろ うか? あるいは, 「Entomology Ab-
stracts」 はどうであろうか?  現状では,  思いも及
ばない. 世界的な研究ネットワークの構築に向け
て, 私たちが踏まえねばならないというのは,  こう
した現状である.  もちろん分野によるであろう.  日
本が世界の最先端を行っている分野であれば, その
ためのリーダーシップを日本の研究者や機関が果た
すことも可能であろう.  しかし, 私たちの分野では
とうてい不可能であろうと思う.  もしも必要な経費
のいっさいを国家が出すという前提で考えたとして
も, それが可能となるには数十年はかかるのではな
いだろうか.  その種のReference Books を作成す
るのに必要な全ての情報を世界中から集積するため
の体勢を築く ,  というまず第一に必要となる前提条
件一つを考えただけでも途方に暮れてしまう.  日本
が世界の最先端を行つているいくっかの分野ならい
ざ知らず, その他の分野では, それほど大きく状況
が異なるとも思われない.  これが, 現状であるとい
うことをはっきり認識すべきである. どんなに取り
結っても取り結いようがない. これは, GNPがどう
だとか, 世界のどこよりもコンピュータ ・ サイエン
スが進歩しているとかいう地平とは, そもそも時間
尺度からして異なる問題である.  これまでに蓄積さ
れてきたもの, その総体の差があまりに大きく決定
的なのである. そして, 私は,  この小文を,  ここで
私の述べるようなことは百も承知であるというよう
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な人々 に向かって書いているのではないので, その
点誤解のないように願いたい. 私は, 私の状況を判
断基準としているにすぎない.
さて, BCのことに話を戻す. BCは, 確かに素晴
らしいものである. だが, 世界のハムシ科研究者の
共同利用という観点から見た場合に, まったく問題
がないわけではない. 私の目から見て, 問題と思う
のは次のような点である. まず, 標本自体が極めて
古いということ. 標本の状態は, 全般的にそれほど
悪くないので, 一般的な分類学的研究にはさほど支
障はないが, データ・ ラベルの不備なものが極めて
多く , 中にはまったくラベルの付いていない標本も
ある. 同定はかなり確かであるが, かなり古い体系
に基づいているので, 注意が必要である.  さらに,
ごく最近になって気づかれたことであるが,  BCに
は, MS name, つまり正式に公表されていない名称
の標本も含まれている. そのような種の標本の取り
扱いは, 特に慎重になされる必要がある. BCの標
本は, 25個の標本箱が入るスチールのキャ ビネ ッ
ト 6 個に収められているが, 各標本箱には隙間なく
ギッシリと収蔵されており,  うかつに動かすことが
できない. 近年特にアメリカやカナダ, そして日本
でも普及しつつあるュニツト ・ ボックスに種ごとに
整理する計画が進行中であるが, そのためには現在
の3 倍以上の収蔵スペースが必要となり, 当然かな
りの経費も必要になるわけである. 現在の作業は,
基本的に原状を変えないという方針で, 取敢えずそ
のままュニツト ・ ボックスに移すことが行われてい
るが, 作業は必ずしも進捗しておらず, 現状では当
該群の研究者自身が直接来館しないかぎり, 研究用
に借り出すことはあまり容易ではない. ただし,
Florida A & M大学の Ingolf AsKEBoLD博士の努
力で, ネクイハムシ亜科の整理は基本的にほば終
わっている. 私も, 1993 年2~3 月の滞在中にムカ
シホソハムシ亜科 Aulacoscelinaeについてほぼ整
理を行った (と言っても,  この群は後述のように2
属計18 種からなる小群であり, 1 個の標本箱に全
て収納できた). さらに, 同年7~8 月に再度滞在し
た折,  カタビロハムシ亜科 Megalopodinaeについ
てもほぼ整理をすることができた ( これら2 亜科の
概要については後述する). また, BCに含まれてい
るタイプ標本は, 全てすでにコンピュータに登録さ

れており, 標本の基本的な状態や付されているラベ
ルの内容などもただちに検索できるようになってい
る. ただし, それらも, 後で触れるように,  ロンド
ンの自然史博物館などと分散保管されているものが
多いので, 極めて慎重な取り扱いが必要である. な
お, BCには,  トゲハムシとカメノコハムシの2亜
科はほとんど含まれていない. それなりの理由と経
緯があると思うが, 私には把握しきれなかった.  ま
た, 本来BCに含まれていた標本が, 他の研究機関
に移管されているものや, 一般的な参照標本に移さ
れているものもあるので,  この点も注意する必要が
ある.  これも,  日録に従って標本を調べてみて初め
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て判明したことである.
2 BCのムカシホソハムシ亜科と力タビロハム
シ亜科の標本
ここで, 私がある程度研究し得たハムシ科の2 亜
科の概要を紹介しておく.  これらの群は系統分類上
きわめて重要であるにもかかわらず,  ほとんどの研
究機関で標本数が限られている.  それゆえ, ハムシ
科の研究者にとっては, それ自体が有益な情報であ
ると信ずるが, BCのような古いコレクションがい
かに重要な標本を多数含んでいるかを示す実例と し
て他の群の分類研究者にも参考になるであろう.

( l)  BCのムカシホソハムシ亜科の標本
この亜科は, 中南米にのみ分布する特異な小群で
ある. 最近, 私はこの群の系統的位置に関する小論
をま とめたと ころである [SUZUKI, K., 1994. The
systematic position of the subfami ly Aulacosce-
linae (Coleoptera: Chrysomelidae). In FuRTH, D.
G ed. Proceedings of the 3rd International Sym-
posium on Chrysomelidae, Bei jing, l992. Un i ve r -

sal Books].  この亜科の系統分類上の位置などにつ
いては,  いずれ別稿で論じたい考えであるが,  ここ
では全種のリストを挙げておく . 種名の後の* 印
は, タイプの存在を示す. 1954 年にF. MoNR6s [こ
の研究者については, 中條道夫先生が簡単に紹介さ
れたことがある : 「日本のハムシ (1): ツヤハムシ亜
科」, 昆虫学評論, 9: 51-58, Pls 9-10; 私も短い記事
を書いたことがある : 「フランシスコ ・ モンロスと
の出逢い」. 富山大学学報, (312): l5-16, l989] が
分類学的再検討をして以来,  1975 年に L. N. MED-

v E D E v が3 新種 1 亜種を記載しただけで, この群
についてのわれわれの情報はほとんど增えていな
かった. 詳しくは, SUZUKI (1994) を見ていただき
たい.  この群は,  日本のファウナには直接関係はな
いが, ハムシ科の上級分類群の系統分類体系を考え
る際には極めて重要であり, そのことも考慮に入れ
て属以下の分類群にも和名を付すことを試みた.  い
ちいちその命名の理由について詳しく述べないが,
多少ともこの群に対するわれわれのイメージアップ
につながればとの考えからである.  ただし, 残念な
がら MEDvEDEv が 1975 年に記載した3 種につい
ては, 標本を直接見ておらず, 記載文からの判断で
付けた. BCには, JACOBYのタイプのうち J,anbech-
yneaUanbechynea) e1ongataを除く 9 種のタイプが
含まれている.  JACOBYのタイプは,  ロンドンの自
然史博物館に同シリーズの標本があり, 将来の研究
者によって lectotype後模式標本の指定が必要にな
る. 私は,  そうした措置をすることを敢えて差し控
えた.

1. Genus Autacoscetis DUpoNcHEL et CHEvRo-
LAT, 1843 (ムカシホソハムシ属 )

1. A. candezei CHApuls, 1874
(カンディーゼムカシホソハムシ)
[syn. A purpurea HORN, 1892]

2. A. confusa MoNR6s, 1954
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それ以後まとまったカタログは出されていない.  中
南米産のものについてはF. MoNR6sの,  またアフ
リカ産のものについては M. Pfc の研究があるが,
残念なことに現在世界的な規模でこの群を研究して
いる研究者がほとんどいないのが実情である. CLA-
vAREAuのカタログには,  l4 属が挙がっているが,
残念ながらBCにも存在しないものがある. 以下は
各属について,  CLAvAREAUのカタログに載ってい
る種数 (分母) とBC に収蔵されている種数 (分子)
とを参考までに示した. また, 各属毎に, BCに収蔵
されている種のリストを挙げておいた.  種名の後の
*印は,  タイプの存在を示す.
1.  Genus Masthosthetus LAcoRDAIRE, l845 (76/
121) (中南米)

abbreυlatus (KLuG,  l834;  abdominal is (KLuG,
1824); alternans (KLuG,  1834); angustooittatus
JACOBY, 1892*; atrofasciatus (BLANCHARD, 1843);
aulicus LAcoRDAIRE, 1845; batesi BALY, 1859; bi-
cotor(KLuG, l 824);binotatus (KLuG, l 824); biPunc-
tatus (KLUG, l 824);bollυtanus JACOBY, l 904; cardi-
nalis (KLuG, 1834); chamPion1 JACOBY, 1880; cho-
nta le:nsis JACOBY, 1880; cord0υensis JACOBY,
1888*; cur、tlatus (FABRIclUs,1801); dentatus(KLUG,
1824); diade;ma (KLuG, 1834); dimidiatus (KLuG,
1824); distinctus LAcoRDAIRE, l 845; duP1ocinctus
CLARK,1866; ePhiPpiger(MANNERHEIM,1826);j (aci-
ai is BATES, 1866; femoratus JACOBY, l 888*; ferru-
gmeus (0LIvIER,1790), f raternus BALY, 1876; f ron-
talis(KLuG, 1824); gractlentus JACOBY, 1888*; hie-
rogiyp加 s (KLUG, 1834); 加stn0 LAcoRDAIRE,
1845;  humeronotatus JACOBY,  1888*;  imitans
JACOBY,  1888*;  inornatus BATES,  1866; jaυeti
BALY, 1859; lekeli BALY 1859; latentius (KLUG,
1834); lePneun LAcoRDAIRE, 1845; macu licouis
LAcoRDAIRE, 1845; modestus JACOBY, 1880; multi-
pmctat gs  LAcoRDAIRE ,1845;  mgnCoihs  JACOBY
l904; m Oc加ct g s(CHEvRoLAT , l832);  mgro uas
iatus JACOBY, 1880; noυemmaculatus (KLuG, 1834);
obliquus (FABRIcIUs, 1801 );octomaculatus JACOBY.
1888; Panamensis JACOBY,  l888*; panthen'ius
LAcoRDAIRE, 1845; Pascoei BALY, 1859; Perue'isis
JACOBY, 1903; phaleratus (KLuG, l834); Phi lemon
BALY, 1863; Ptctus BALY, 1876; Plate BATES, 1866;

uadn'notatas ERIcHsoN,  1847; uadn'punctatus
(KLUG, l 834);  qulnquemacutatus LAcoRDAIRE,
1845; rogersi JACOBY, 1880; rubricoms (CHEvRo-
LAT, 1834); rufiPennis (MANNERHEIM, 1826); sat-
tlin i JACOBY, 1878; sangumeus LAcoRDAIRE, l845;
so:x;guttatus LAcoRDAIRE,1845; so:ゆ1agiatus LAcoR-
DAIRE,  l 845; sobnnus LAcoRDAIRE, 1845; stall
BALY, 1861; suaυIs BATES, 1866; thoractcus BALY,
1859;  t i bia li s (FABRIc1us, l801);  transυersatis
LAcoRDAIRE, 1845; tncmctus LAcoRDAIRE, l 845;
υanegatus (KLuG, 1824); υertical is (KLuG, 1834);
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viol;nus LAcoRDAIRE, 1845; υ加atus (KLuG, 1824);
zo;natus (KLuG, 1834)
2.  Genus Agathomerus LAcoRDAIRE, 1845 (22/
36) (中南米)

atn'pem is JACOBY,  1880*; reiPenmS L ACOR-
DAIRE, 1845; batesi BALY, 1859; bifasclatuS(KLUG,
1824); bit'ittatus LAcoRDAIRE,  1845; discoidetis
(KLuG, l824); dubiosus JACOBY, 1876*; eleganS
(KLUG,1834); fasclatus(DALMAN,1823) fkiυomaCu-
1atus (KLUG, 1824); humeralis (SERvILLE, 1825);
marg1',tatus (KLuG, 1824); nobilis (KLuG, 1834);
pictus LAcoRDAIRE, 1845; rtibnnOtatuS CLARK,
1866; rufus (KLuG,1834); sa11ei BALY, 1859; Seua-
tus (GERMER, 1823); signatus (KLUG, 1824); sub-
fasciatus (GERMER, 1823); succmctus (KLUG,
l834); testaceus (KLuG, l824)
3.  Genus Mega1opus FABRIcIus, 1801 (18/33)

(中南米)
anatis KLUG, 1824; angustatus LAcoRDAIRE, 1845;
armatus LAcoRDAIRE,1845; basalis JACOBY, 1892
*; buckteyi JACOBY, 1889*; cnralis KLuG, 1824;
dentipes BATES, 1866; etongatus BALY, 1876; m-
sm'ptus KLuG, 1824; facobyi BRucH, 1908; mgn-
c o r m s FABRIcIUs, 1801; parauetuS L ACORDAIRE,
1845; pilipes LAcoRDAIRE,  1845; POeCi1oSOmuS
LAcoRDAIRE, 1845; sericatus LACORDAIRE, 1845;
sexυittatus BATES, 1866; thoracicus JACOBY, 1903;
ωaterhousei BALY, 1859
4.  GenusBarticana JACOBY, 1866 (0/1) (アフリ
カ)

5.  Genus Homatopterus PERTY, 1832 (2/2) (南
米)

heteroproctus LAcoRDAIRE,  l 845; tnStiS PERTY,
l 832
6. Genus piome10pus JACOBY et CLAVAREAU,

l905 (0/1) (マダガスカル)
7. GenusColobaspis FAIRMAIRE, l894 (8/26) (ア
フリカ,  マダガスカル,  アジア,  東インド諸島)

centromaculata (JACOBY, 1894)*; humeralis (JACo-
BY,1890)*; msignis (BALY, l859); .7aPOmCuS(BALY,
1873);  lacordai rei  (WESTWOOD,  1864);  sePtem-
macu tata (HOPE,  1831); sPeciosa (BALY,  1859);
υanabi lis (WESTWOOD, 1864)
8.  Genus Antonana JACOBY, l905 (4 /9) (アフリ
カ )

femorata CLAvAREAU, 1905; mOdeSta (JACOBY,
1894); m m'n a (WESTWOOD, 1864); υancoior
(JACOBY, 1894)
9.  Genus Sphondytia WEIsE,1902 (6/15) (アフ
リカ)

afra (KLuG, 1824); balyana (WESTWOOD, 1864);
mutj11ana (CLARK, 1866); thoreyi (BALY, 1864); to-
mentosa LAcoRDAIRE, 1845); υentrails WEIsE, 1902
10.  Genus Poeci1omorpha HOPE, 1840 (4/12) (旧
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世界)
atnpes LAcoRDAIRE, 1845; aure0υi110Sa JACOBY,
1894*; caiaban'ca WESTWOOD,  1864; P sen'm i
HOPE, 1840
11.  Genus Leucastea STÅL, 1855 (4/19) (アフリ
カ)

antica WESTWOOD, l864; conc010r WESTWOOD,
1864; rubidipennts WESTWOOD,1864; senegalensis
(LAcoRDAIRE, l 845)
12.  Genus Klahia JACOBY, 1894 ( l /2) (アフリカ)
afncana JACOBY, 1894*
13.  Genus Ctytraxe1oma KRAATz, 1879 (1/・1) (ア
フリカ)

cyampenms KRAATz, 1879
14. Genus Temnaspis LAcoRDAIRE,1845 (13/21)

(アフリカ, マダガスカル, アジア, 東インド諸島)
amab il is BALY, l 878; bengatensis WESTWOOD,
1864; bipartita L AcoRDAIRE, l 845;  claυareau
JACOBY, 1908; cumingi WESTWOOD, l864; dohrm
JACOBY,1899; doωnesi BALY,1859; forυIda LAcOR-
DAIRE, 1845; aυicorms JACOBY, 1892; mouhoti
BALY, 1864; mgrtpennis JACOBY, 1889*; rubens
(KLuG, 1834); ωestωoodi BALY, 1865 ?
Temnaspis chrysopyga WESTWOOD, 1864
なお, JACOBYのタイプは, 各所に分散しており,
ムカシホソハムシ亜科の場合と同様, 特にロンドン
の自然史博物館に同シリーズの標本があることが多
いので, 注意が必要である.  いずれ, 将来の研究者
によって, 多くの種について後模式標本の指定が必
要になろう.
日本産の力タビロハムシは,  最近Co1obasPis属
に移されたので,  ここでもその処置に従ってある.
他に属の所属の不明なものが2 種あり,  うち Tem-
naspis に所属するとして記載された crysopyga
WESTWOOD, 1864 は収蔵されている.  したがって,
それを含め,  BCには301 種のうち,  半数以上の計
160種が収蔵されていることになる.
この亜科には, 以上の他,  これまでに次の属が記
載されている : Plesioagathomerus MoNR6s, 1945
(南米) Pseudomega1opus Pfc, l916 (南米) ; Bothro-
mega1opus MoNR6s, 1947 (南米) ; Pseudohoma1o-
pterus Pfc, 1920 (南米);  Macroantonana Pfc,
1951 (アフリカ); Bryantonana PIc, 1951 (アフリ
カ, アジア) ; Macro1ophaWElsE,1902 (アフリカ);
F:atsoco1obaspis PIc, l942 (アフリカ) ; Mimoco1o-
baspis Pfc, 1951 (アフリカ) ; Mckimertis GuilRIN,
1948 (南米). Pfcの設立した属が多い事から, これ
らのうちのかなりがスプリッティングによるもので
はないかという予想をする人も多いであろう.  そう
した分類学的取り扱いも含めて, 将来の研究に待た
ねばならない.  また, Atetedera LAcoRDAIRE, 1845
(南米) については, 本亜科のメンバーとして扱われ
ることが多い. (1993 年8 月ハー ウ ァー ド大学比較
動物学博物館にて; 富山大学理学部生物学教室)
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0ムネスジダンダラコメツキ属の奇妙な点刻
ムネスジダンダラコメッキ属の前 背板の後方部
には顕著な横位の隆起線があって, その後方は強く
傾斜する.  この隆起線の部分に図示したような点刻
が生じていることは知られていない.
前胸背板の他の部分では正常な円形点刻である
が,  この部分には帯状に後半部が鋸歯状をした点刻
を生じ, 中央部に生ずる毛も太短い.  このような奇
妙な形態をした点刻は, 隆起線を生じたときの単純
な変異と思われるが,  ここを他の物にこすりつけて

f 黷ﾂけたり,  切断したりすることが るのかは全
イ、明である. なお,  この属の前胸背板後角部の側縁
も鋸歯状物を生じているが,  これとの関連も不明で
ある. 図はガロアムネスジダンダラコメツキ (.a「ar-
minius galtoisi) の点刻を示す.

(愛知県岡崎市, 大平仁夫)
0アカウキクサソゥムシの新産地
アカゥキクサソ ウムシ Stenopelmus rufmasus

GYLLENHAL は l987 年7 月に茨城県牛久沼で採集
された記録があるが, その後の記録はなかった. 筆
者は横浜市南部に位置する円海山地域内で, 極めて
局地的ではあるが本種が多産していることを知つた
ので報告する.

l 頭, 横浜市栄区上郷町, 21. V.1992, 久保浩一;
l5頭, 同所, 12.V.1993, 久保浩一; l9頭, 同所,
13. V. l993, 渡 弘; 43頭, 同所, 20.V.1993,
堀川正美.
発生地はオオアカウキクサ Azo11a jlapomca

FRANcH et SAvAT. の生育地に限られており, その
集の上をゆっくりと歩行中のものや, 交尾中のもの
が観察できた. しかし, 体長が 2 mm前後と小さい

第 106 号 ( l 994 年6 月)

上に形や色が葉上のごみと紛らわしく,  さらに, 葉
要に潜んでいるものが多いので, ルッキングでの発
見は容易ではない. 採集には, オオアカウキクサを
指で摘んで掌上で軽く揉むのが良く,  こうすれば,
葉裏に潜んでいたものも発見できる. 時期は5 月中
旬がよい. 下旬になると, 暖かい日には, 見つけた
虫がすぐに飛び去るようになったので,  この時期に
分散するのであろう. 前述の如く,  日本での最初の
記録は7 月であるが, 横浜の発生地では, 6 月中旬
以降は全く見られなくなった.
本種はアメリカ南部の原産で, 前世紀末にフラン
スに入りィキ' リス, オランダ, ベルギーにも拡がっ
ているとのことである.  日本にはどのようにして侵
入したかは不明であるが, 分布状態が明らかになれ
ば手掛かりが得られるかも知れない.
末筆ながら, 同定していただき, また文献ならび
に本種についての詳細な情報をお教え載いた森本
桂博士, 宮川澄昭氏に厚く御礼申し上げる.  また,
同定に仲介の労をとられ, 採集にも協力していただ
いた堀川正美氏, 発生状況の観察および採集に協力
していただいた久保浩一の両氏に深謝する.

引用文献

森本 桂, 1988. 日本へ侵入した' /ウムシ類の見分け方と
被害. 農薬研究, 35(1): 28-44.

(横浜市港南区, 渡 弘)
0ツマベニタマムシの寄主が判明
ツ マベ二タマムシ 「amamus加'aυin'da MlwA et

CHuJ0は, 小笠原諸島に分布するなかなか得難く美
麗なタマムシであるが, 材から成虫が羽化した例は
ほとんど聞かない. 筆者は2 年間, 小笠原に赴任し
た際, カミキリムシの調査のために材を調べていた
ところ, 偶然にも本種の寄主が判明したのでここに
報告しておく .
本種の寄主については, 原色日本甲虫図鑑(m) で
は, アデクにっき, モモタマナの花にくる,  となっ
ているが, アデクが幼虫の寄主を指しているのか成
虫が誘引されるということか不明であり, 者の観
察及び調査ではァデクは寄主ではなく, またモモタ
マナへの訪花も見られなかった. 楕円形の脱出孔が
あるので筆者は,  コバネカミキリの食害している材
だと思い, 立枯れた部分を切ったところ, カミキリ
ムシのものとは異なり木目と無関係で不定形の幼虫

8 -
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食害されているシマシャリンバイの断面
の食痕があった. その材を宿舎に持ち帰り, 保管調
査中にッマペ二タマムシが1 頭羽化した.
小笠原諸島には固有の植物が多く ,  この寄主とな
る樹を島内在住の植物の専門家である安井・ 延島両
氏に同定してもらい, 樹皮の状況からこの樹はシマ
シャリンバイであることが判明した. シマシャ リン
バイ hap加oiepis加dica var. zntegem ma はバラ
科に属し, 西南日本, 琉球, 朝鮮などに分布する植
物で, 小笠原諸島では丘陵部の尾根など乾操した低
い林 (乾性低木林) を構成する樹種で普通に見かけ
られる.  しかし, 母島では前述の脱出孔がシマシャ
リンバイに普通に見られるのに対し, 父島ではほと
んど見られず, かなり人跡未踏な奥地でわずかに確
認された. また, 未記録地である 島 (父島より北
へ70 km) でもシマシャリンバイに本種のものと思
われる新しい脱出孔が普通にあり分布している可能
性が高い. 父島は一般的に昆虫の密度が低いのでは
ないかと言われているが, 奇しくも本種の脱出孔の
密度と比例しており, 人為的錯乱が少なからず小笠
原の自然に影響を与えているように思われる. 具体
的な記録は次のとおりである.
東京都小笠原村母島元地: 15. V. 1992, シマシャリ
ンバイ材 採集; 10.VI.1992, ツマベ二タマムシ1
早羽化; 4. VII i992, 同, 10''羽化.
東京都小笠原村母島中ノ平: 27. m.1993, シマシャ
リンバイ材 採集; 20. VI. 1993,  ツマベ二タマム
シ l f羽化; 28. VI. l993, 同,  1♀羽化; 21. VII.
l993, 同, 1♀羽化; 24.VII i993, 同, l f羽化;
29. V I I i 993, 同, 1 早羽化.
東京都小笠原村理島: 24. 111.1993, シマシャリンバ

シマシャリンバイにおける脱出孔

No lO6 (June 1994)

イに本種と思われる新しい脱出孔を多数発見.
末筆ながら本種の寄主を同定していただいた安井
隆弥・ 延島冬生両氏および発表を勧めていただいた
服部宇春氏に御礼申し上げる.

参考文献
'黑沢良彦,  1985. 原色目本甲虫図鑑 (II I), pp 2-37, pls.

1 -7. 保育社.
(横浜市緑区, 川下 責)

0小笠原諸島に新たに優入した力ミキリムシ2 種
小笠原諸島母島で筆者の一人, 江崎が 1991 年3
月5~ l8 日に採取した材より, 小笠原諸島未記録と
思われるカミキリムシ2 種を羽化脱出させている
のでここに報告する.  また, 2 種ともに本土からの
移入種と考えられるので, その経韓について, 着干
の考察を加えた.

1. サビカミキリ A rhopalus coreanus (SHARP)
40頭, 評議平, 5. V~2.VI. 1991.  リュウキュウ
マツの結幹より脱出.
江崎(1992) でッシマムナクポカミキリの追加記
録とした種が, その後の同定の結果, サビカミキリ
と判明したので,  ここに改めて訂正する.
速田 (1978) によれば, 母島では1974 年頃から
マツノザイセンチュウ病による夏期の急激結損が発
生し, 調査を行った1977 年2 月の時点での島内の
結損は, 沖村から評議平, 中の平に集中していた.
また,  この調査時にはサビカミキリの生息は確認さ
れなかった.  このカ ミキリムシの食害痕は特徴があ
るので, 松くい虫の研究者として業續のある速田が
見落としたとは考えにくい.  このことからサビカミ
キリが母島に侵入したのは,  1977 年以降だと推定
される. 伊豆諸島では神津島にのみサビカミキリの
分布が確認されており, マツノザイセンチュウが
1972 年にクロマツより発見されている (速田,
1978).  このことはサビカミキリがマツノザイセン
チュウ病の被害丸太により, 分布を拡大しているこ
とを示唆している.
小笠原諸島でマツ類のみを加害するカミキリムシ
は,  ツシマムナクボサビカミキリ, サビカミキリ,
アカハナカミキリ, マツノマダラカミキリの4種に
なった.  これらの種は, 本来マツ類の分布していな
かった小笠原諸島へ l899 年に沖縄よりリュウキュ
ゥマツが移入され (清水,  l985), 定着したことは
明らかである. そしてッシマムナクポサビカミキリ
とァカハナカミキリは父島にのみ, サビカミキリは
母島にのみ, マツノマダラカミキリは父・ 母島に分
布している。 また,  この4 種の最初に記録された
データはッシマムナクポサビカ ミキリが1972 年 8
月 13 日 (KUsAMA, NARA, KUsuI, l973),  アカハナ
カミキリが l982年6 月5 日 (頼原,  1983),  マツ
ノマダラカミキリは父島の清瀬で1935 年7 月18
日 (續原, 1988) で, 今回訂正報告するサビカミキ
リが l991 年であり,  かなり年月に差がある.  さら
にマツノマダラカ ミキリによるマツノザイセンチュ
ウ病の発生は父島では1979 年からで (清水,

9 _
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1985), 母島の発生よりもかなり遅い.  これらのこ
とを考え併せると小笠原諸島へは, 本土から色々 な
ル ー トでマツ類を使った坑木, 建築材などが入り,
これらのカミキリムシはそれと共に侵入して, 今日
の小笠原諸島への分布拡大に到っていると推定され
る.

2. セミスジコプヒゲカミキリ RhodoPina Ieω一

is加 (BATES)
l ｽ,  石門山登山道入り口付近,  V.1992,  樹種不

明の倒木より脱出.
セミスジコブヒゲカミキリの種群は, いずれも異

所的に分布しており, 種間での形態的な差異は明瞭
である.  1 頭ではあるが, 他種との形態的な比較の
結果, 明らかに本土のセミスジコブヒゲカミキリで
あることを確認した.  この種はかなり多くの樹種を
加害し, ァカマツへの加害の報告も多い (小島・ 中
村, 1986) ことから, サビカミキリと同様に, マツ
類の坑木や建築材と共に本土から侵入したと考えら
れた.  この加害材が採取された地点は, マツ類の建
築材等が集積されている集落付近の地点とは離れて
いるが,  さらにトンネル工事や道路の補修材などに
使われた材によって母島の各所に侵入した可能性が
高い.

引用文献
速田 男, 1978. 小笠原諸島におけるマツ枯損の実態調
査. 森林防疫, 27:79-81.

江崎功二郎, 1992. 小笠原諸島母島におけるカミキリムシ
の羽化記録とhost. げんせい, (59/60):13-14.

小島圭三, 中村慎吾, l986. 日本産ヵミキリムシ食樹総日
録. 336 pp. 比婆科学教育振興会.

KusAMA, K.. H. NARA, Y. KusuI, 1973. Notes on ion91-
corn-beetles in the Benin Islands (Coleoptera: Cer-
ambycidae). Rep. Flac. Sci. Shizuoka Uniυ., 8: 117-
135.
- 1983. アカハナカミキリとヒメスギカミキリの新
産地. 足虫と自然, l 8(3): 47.

頼原 寛, l988. 小笠.原諸島のカミキリムシ相. 小笠原研
究年報, l l: l7-31.

清水善和, 1985. 父島におけるリュウキュウマツの一斉結
死とその後の林相の変化. 小笠原研究年報, 8:29-43.

(石川県林業試験場, 江崎功二郎; 森林総合研究所
東北支所, 複原  i )
0ウメヤルリミズギワゴミムシを岐阜 で採集
ゥメヤルリミズキ'ヮゴミムシ Bembidion umeyai

HABUは,  1959 年北海道定山渓を基産地として記
載された小型で, 青色の光沢を持つ美しいミズギヮ
ゴミムシである. 比較的珍しい種で記載以後, 青森
(下山ほか, 1989;福田ほか, 1992), 秋田 (笠原,
l985), 岩手 (佐竹ほか, l985), 山形 (森田, 1993)
で発見された. 以上のように北日本から僅かながら
記録されているが, 筆者は岐阜県で本種を採集した
ので報告する.

lc,''', 岐阜県大野郡朝日村秋神温泉, 11. V II.
1987, 穂積俊文採集・ 森田誠司保管.
灯火採集であり, 宿の横の秋神川原に生息してい
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ると思われる. 森田氏の御教示によると, キァシル
リミズギヮゴミムシB trajectum NETOLITZKYと比
較して羽生氏は記載しているが, 類縁関係は近いも
のではなさそうである. いずれにしても,  この点の
解明にはより多くの の標本が必要であり, 今後も
採集を試みたいと思う.
同定の労を賜り, 種々 御教示下さった森田誠司氏
にお礼を申し上げる.
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(愛知県小牧市, 構積俊文)
0岡山県初記録のフタオビミドリトラカミキリ
フ タ オ ビ ミ  ド リ ト ラ カ ミ キ リ Ch10r,0Phorus

musucosus(BATES) は, 海流により分布を拡大した
好例として知られている. 日本産カミキリ大図鑑に
よれば, 兵庫県以西において岡山県のみが空白であ
る_

筆者は岡山県真庭郡川上村明連谷にて1989 年6
月25 日に採木したヒメヤシャブシAinus Pendula
MATsuM. の半枯れ枝より同年7 月10日に本種の l
が羽脱したのを観察した. やや古い記録であるが
報告しておく . (岡山県岡山市, 黒田祐一)
0スゲハムシ成虫の運い採集例
スゲハムシ teu m s sen'cea (LINNt) は, カサ
スゲの自生する湿地に初夏普通に見られる種であ
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る.  本種は8~9 月では極端に少なくなり,  高山や
寒冷地で生き残りの個体が見られる程度であるのが
普通である.  しかし筆者は10月後半に,  本種を多
数野外で観察しているので, 報告しておきたい.

4 頭, 岐阜県上宝村安房平( 標高 l,600 m),17. X.
1993, 離倉採集保管, 日撃多数.
当地は, 」ヒァルプスを越える 道から見おろせ

る, 窪地に形成された湿原である. 周辺の樹木はま
だ紅葉していたが, 湿地中のスゲ類の葉は完全に結
死していた. 本種はこうした結集の上で静止してお
り, 他のネクイハムシ類は発見できなかった. 1993
年は冷夏といわれた年で, 昆虫の発生も全般に遅れ
ていた. 者は当地にはこの日しか訪れていないの
で, これが生き残りの個体なのか, 何らかの理由で
誤って羽化脱出したものなのかは, 不明である. な
お高橋(1989) は, 当地の6 月22 日の採集例を記録
している.

参考文献
高橋和払, 1989. ネクイハムシ再検。、J'のための一資料. [11

ニュース, (87/88): 8.
(山梨県韮崎市, 離ii正人)

0オオバヤシチビシデムシ岡山 に産す
オオバヤシチビシデムシCatops Ohbayashii

JEANNELは1954 年に岐阜県美山町の九合洞を模式
産地として記載された洞窟性のチビシデムシである
が, これまでに滋賀県以西からは記録されていな
かった. 者は本種を岡山県内の鍾乳洞より得たの
で新産地として記録しておく.

2 , 岡山県北房町備中鍾乳穴, 20.VII i992,
者採集 (写真) ; 5 , 2♀♀, 岡山県新見市羅生
門, 29. x I i 993, 者採集; 5頭, 岡山県新見市柏
(通称: 上の穴), 29. Xi i993, 者採集.
上記の標本のうち, 備中題乳穴の1 個体は洞の入
り口で採集したものであるが, ほかはすべて洞内で
採集したものである. 羅生門で発見した個体はすべ
てサワガニの死骸近くにいたもσ、である. 上の穴で
得られた個体はすべて冬虫夏草のようなものに言さ
れた死骸であった.

なお, 上記の標本は林 增一彦氏と倉敷市立自然史
博物館のコレクションに収めてある.
末 ではあるが, 今回の発表に関していろいろと
ご指導くださった川西市の林 靖彦氏に厚くお礼申
し上げる.

参考文献
市橋 tt1 ・ 天春明吉・ 清水 実, 1984. 鈴鹿山脈北部石灰
岩地域内の石灰洞及び鉱山跡洞穴に生息する節足動
物. 鈴鹿山脈」ヒ部石灰岩地域自然科学調査報告-,i;, pP.
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209 - 273. 藤原岳自然科学館.
JEANNEL. R., 1954. Un CatOpS nouveau du JapOn. Rotl. F「.

d 'E nt., 2 1: 40 - 41.
( 倉数市立自然史博物館, 奥島雄一 )

0パナナツヤオサソゥムシ徳之島に産す
徳之島産のバナナッヤオサソ' ウムシ 0doiPorus

1ongico11is(OLIVER) を所有しているので報告する.
1 頭, 鹿児島県大島郡天城町三京,  10. VI. 1986,
池田征夫採集.
本種の産地として 『原色目本甲虫図鑑』 (1985) に

は, 琉球 (沖縄) ; 中国・ 東南アジアとなっている.
標本を意与してくださった池田f正 v氏にお礼を中
し上げる. (兵庫県西宮市, 田中 総)
0エ、JIヒメゲンゴロウ青森県恐山に産す
ェソ ヒメゲンゴロウ Rhantus yessoensis SHARP
は, 森・ 北山(1993) によれば, 本州における記録は
少なく, 宮城・ 東京・ 静岡・ 富ILlの4 県から知られ
ているにすぎない. やや古い記録であるが, 者は
本種を青森県で採集しているので報告しておきた
い.

1 頭, 青森県大畑町恐山あすなろライン, 15. VIII.
l991 , 離倉正人採集.
道路脇の水たまりで得た. 近くの林内には湿地が
あったが, オオョモギハムシの分布調査中で, 水生
昆虫には時間をかけるこもができなかった. なお,
北海道11,t,同好会誌 Jezoensis 19 号の表紙を飾っ
ているのは,  この標本である.
標本は森 正人氏が保管している.

参考文献
森 正人・.iヒ山 昭, l993. 日本のゲンゴロウ, l 56-157,

162-163. 文一総合出版, 東京.
(111梨県ill崎市, 離 正人 )

0ヤッポシカギパラヒゲナガソゥムシの採集例
ヤッポシカギバラヒゲナガソ' ウムシ Deropygus

histrio SHARP は日本産昆虫総目録によると北海適
からの記録が無いようであるが, 者らは以ドのよ
うに採集しているので報告しておく .

1 頭,  北海道紋別市大山,  26-27. VI. 1992, 宮
下・ 杉本採集.
この個体は大山展望台付近において叩き網で得ら
れたものである.

(北海道江別市, 宮下公範; 札幌市, 杉本 )
0コルリアトキリゴミムシ埼玉県の採集例
コルリァ トキリゴミムシ ebtaυin'd is SAY は北
米原産の移入種として知られ, すでに千集県・ 神奈
川県・ 東京都・ 群馬県・ 茨城県など関束各地から報
告があるが, 以下のように埼 i県からも採集されて
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いるので記録しておきたい. 標本をお寄せいただい
た内田正吉氏に深謝申し上げる.

1頭, 大里郡寄居町桜沢字中小前田, 20. X. l991,
内田正吉採集 (水田の地表) ; 2 頭, 秩父市久那, 17.
v. 1993, 内田正吉採集 (灯火); 1 頭, 秩父郡大滝
村川又, 21. VIII. 1993, 筆者採集 (灯火).

参考文献
平野幸彦, 1990. 月刊むし, (237):34.
着瀬和1:, 1990. 月刊むし, (238):14.
割東須磨生・ 西山 明, 1990. るりぼし, (15): 54.
中根 彦, 1989. .ll' llと「l然, 24(8): 33.

(埼玉県富士見市, 小田 博)
0クシヒゲッッシンクイ ( f ) の採集例

11者は一般的に採集しにくいとされるクシヒゲッ
ツシンクイ Hylecoetus flaυe11iCornlS (SCHNEIDER)
の雄を採集したので報告したい.

5 , 北海道勇払郡占冠村本流, 9. VI. 1993.
採集地周囲の樹相は, ヤナギ,  シラカバ,  イタヤ
カェデ等の広集樹 _次林が支配的であったが, 林適
脇にはトドマツ材が堆積されてあり, 最初の1 頭は
トドマツ材の切り口に静止していた. 残りの4 頭は
多数の雌とともに周囲を飛期していたものを採集し
た. 飛翔も非常にゆるやかな上, 特異な触角の形状
から, 飛翔中でも容易に雌とは識別できる.
なお, その目は暗天で6 月上旬としては気温も上
- していた.

参考文献

第 106 号 (1994 年6 月)

(北海道河西郡, 伊藤勝彦)
0シモヤマミズギワゴミムシ岩手県の記録
シモヤマミズギヮゴミムシ Bembidion shimo-

yamai HABuは, 岩手県で既に1 例の報告 (佐竹・
笠原,  1985*) があるが, 珍しい種のようなので華
者の採集例を追加記録しておく .

1 頭, 岩手県水沢市胆沢町北沢, 25. VII i992.
べイドトラップにて採集. 本種は通常は明るい青
の光沢が強いが, 本個体はやや緑がかった色調を
もっている (笠原須磨生氏保管).
末筆ながら, 同定及びいろいろとご教示頂いた笠
原須磨生氏に厚くお礼申しあげる.
*佐竹邦彦・ 笠原須磨生, 1985. 岩手県 Ir博物館研究報告,

(3): 176.
(神奈川県川崎市, 高崎鉄也)

◇105号の訂正◇
p3 左段下から13 行目 (誤) 本種幼虫→ (正) 本
種成虫; p 3 右段下から8 行目 (誤) ヒメクロオサ
ム シ→ (正) ホソヒメクロオサムシ.
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昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0, l,2,3, 4, 5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
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タッミの昆虫採集器具
ドイツ型標本箱木製大￥7,000, 桐合板製イン
ロー型標本箱大￥2,500,  送料一箱にっき都内及
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販売。カタログを御請求下さい。 (￥62)
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〒113 東京都文京 2- 21 -25
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